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子どもが作りだした学びの場

「子どもの文化的実践」の考察を通して－

吉田直人＊

TheStudent-MadeLeamingEnvironment

-ThroughObservationofStudents,Activities－

ＮａｏｈｉｔｏＹＯＳＨＩＤＡ

「収穫祭」という実践で，生徒が笑顔に満ち，自分の意志で考え行動していく姿に出会い，これが

｢文化的実践」に近いものではないかと実感した。そこで本研究では，「文化」というキーワードを

もとに，この実践を考察することを通して，単元の再構成による学習の文脈づくりから文化的実践に

高める端緒を見いだすことを目的とした。そして，考察を通して，「収穫祭」が文化的実践として生

徒が学びの場を作りだしたのは，生徒の営みが自分の存在から派生しているか，その営みが社会に開

かれ社会の吟味にさらされているかが重要な点であると考えた。また，文化的実践として生徒が学び

の場を作るための，教師の支援の糸口についても考察した。

での知識の再構成による生きた知識になっては

いるが，それはまだ与えられた学習の場であり，

教師の期待像に答えるための生徒の活動になっ

ていことが多かった。

しかし，「収穫祭」ではこれまでの実践と大

きく違った生徒の反応にであった。この「収穫

祭」では，オリエンテーションから話し合いの

段階までは，今までの生徒の反応と変わらなかっ

たが，いざ実際の収穫祭の準備・収穫祭本番で

は，生徒が笑顔に満ち自分の意志で考え行動し

いく姿に出会った。これは，自分の意志で自分

の学びの場を作り上げ，いわゆる「文化的実践」

に近いものではないかと実感した。

ところで，佐伯は，「『文化』というのは，

つねに過去の伝承とともに未来への新たな文化

Ｉはじめに

教育実践家の役割の一つは，これまでの学習

に対する考え方をもとに，方法論を自分なりに

発展させながら実践を行い，その結果を考察し

て次の実践への視点を提供することにあると考

えている。その意味は，細かいマニュアルを作

り出すことにあるのではなく，教師の授業構想

にキーワードを提供し，教師集団の中での学び

合いを支援することにあると考えている。

本研究は，討論をキーワードにして単元の再

構成による学習の文脈作りを行ってきた。そし

て，生徒がその置かれた状況の中で自分の意志

で自分の学びの場を築くことを期待してきた。

もちろんこれまでの知識の注入より，自分の中

*琉球大学教育学部附属中学校

-139-



では企業と生産に関する知識だけでなくそれ以

上に企業活動に対する認識を育てたいと考えて

いる。学校では，受け身での授業や生活が多く，

指示待ちの傾向がある。しかし会社では立場が

先に与えられ，その状況を自覚しプランを描い

た者が成功していく。

また，経済での演習では，これまで机上演習

が多く，生徒にとって価値付けが希薄であるこ

とが多い。もちろん机上演習でも，生徒にとっ

て価値付けがきちんとなされていれば有効であ

る。しかし，演習を実践に結び付けることによ

り，大きな可能性が開けてくる。そこで，学校

や学年の行事というせっかくの実践の機会を，

教科で取り込んでしまうのである。

そこで個別の具体的事象として収穫祭という

学年行事を取り扱う。本校では，学級園でさつ

まいもを栽培して学年単位で収穫祭をおこなっ

ている。これを千原村収穫祭として，学級を単

位として芋を加工した出店企業を募集する。そ

こで，各自が株主として，学級単位で会社を設

立し，生徒に会社でのそれぞれの立場を与える。

そして各会社で，学級園のさつまいもを収穫し，

さつまいもを加工し付加価値をつけ生産を行い，

収穫への感謝としてのお祭り（収穫祭）でイベ

ントを含め営業・販売活動をする。

４単元の目標

く文化的実践の目標＞

会社を設立して，試行錯誤を行っていく中で，

新しい価値の発見・吟味・創造の協同的な「し

ごと」を行い，結果として企業活動についての

認識を深める。

づくりのさまざまな実践が行われているという，

未知なる世界に開かれたいとなみをさしている。

こう考えると「文化」の概念には，ものごとの

意味の根源に立ち返り，ものごとを再吟味し味

わいなおし，『新たな文化の作り手』として世

界と関わるという実践（それが文化的実践であ

る）がいとなまれることが前提になっている｡')」

という。

そこで，文化というキーワードをもとに，本

研究のこれまでの実践の考察を通して，これま

での学習の文脈による主体的な学習を支援する

状況づくりから，子どもの文化的実践に高める

端緒を見いだすことができるのではないかと考

え，実践を紹介し，考察を以下に行った。

Ⅱ実践

１単元名「収穫祭」

＜公民的分野＞「生活と経済一企業と生産一」

の単元の再構成による学習

２仮説

学習者に組織におけるそれぞれの立場を与え

ることにより，その状況の中に放り込まれた生

徒は，新しい価値の発見，吟味，創造の協同的

な「しごと」をやる－すなわち実践する－゜そ

の実践の中で，共同体感覚を身につけ，結果的

に社会についての生きた理解を深めるであろう。

３単元の内容

公民の授業で，とかく経済は自分たちと疎遠

で深まりがなく，実社会への希望的な橋渡しと

なっていないのが現状である。そこでこの単元

５単元の活動計画（７時間配当）ｍ
陶
川
Ⅱ
Ｕ
同

千原村収穫祭説明会 出店の条件

(1)村内企業であること（村内企業設立促進のため）→学級で会社設立

(2)芋の加工品の販売をすること（千原村の特産品の販路拡大のため）

(3)営業活動として個別にイベントを設けること（収穫祭にお客を多く集めるため）

会社経営セミナー 会社経営に関する基礎知識の講習

会社設立の前提 材料の芋は学級園からなので，会社としての利潤を計算したう
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えで地域に還元する。なお芋は各学級園の収穫量の全部を消化すること

荘一天一軍］(1)取締役(正副社長･部長)の選任(立候補･推薦）
（２）その他の社員の配属（希望）

会

｢爾司→
教師

社長副社長 ……取締役会……－－－－

企画部営業部製造部総務部 担当専務兼部長

箙繭雰藤鯏
(Ｏ)(４）（２）(２）（３）(３）（ＯＸＯ）課員（左記）

(1)社名の決定（２）会社の目的（利潤・社会的貢献）

(3)各部での役割の確認

＊課会議の話し合いで事業計画を推進し，社長・部担当専務ら

取締役で各課間の調整・最終決定を行う。

製
造
２

製
造
１

■経
理
課
一

総
務
課

課外 取締役 会

凪
課会議（１）

商品について、
何をすべきか

何を調べるべきか

調査・企画

各部の意見→取締役会で決定

課外 取締役 会 (1)

(2)

(3)

部会の進行状況

各部間の調整について（商品・利潤・貢献）

非常勤取締役の視察について何
回

課会議（２）

話し合い

活動計画の決定

特に各部間の調整を中心に→必要に応じ取締役会

株主総 会 事業計画の議決

（商品・原価・利潤・販売価格について）

課外芋の収穫（放課後）

商品の一次加工

□ 事業（準備） 会場設営・商品の生産・イベント準備

ふれあい広場（放課後・授業参観曰）

配当・評価

課外 収穫祭

□ 解散総 会

６具体的な各部・課の様子
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会社の目的（１）芋の特産品の加工販売をおこない，収穫祭の成功に貢献する。

（２）収穫祭を通して特産品の販路を拡大する。

会社の組織（１）クラス全員が収穫祭の成功のために設立した，全員株主の会社である。
＊ 資本は教師が貸し付けを行うが，収穫祭での売り上げが赤字の場合は生徒か

ら徴収して補う。

（２）教師は顧問として，取締役にアドバイスをする。

（３）部長までを担当専務として，取締役として選任。
＊ 役員は生徒の話し合いにより選任



宣伝課企画課販売課二課製造１製造２経理課総務課

７各学級の商品と収益

Ⅱ滞令（ⅡⅡ人-壷汁 ２９

）６９ＰＬ

）６９１」 DIL

Ⅲ考察一文化的実践への模索 成長するにつれてその精度は高まり，普通に話

しをするようになる。日本の以前の英語学習で

は，文法という知識を元にした教育を行ってい

たが，オランダでは，高等教育になるまで文法

を教えず，授業では英語のみ，教材は一般の本

や雑誌をもちいて成果を出しているという。

これらから学ぶことは，知識は頭の中に詰め

込まれているものではなく，個別の具体的な事

態に即した実践の経験のなかで獲得し，個体の

中で再構成されるものではないかということで

ある。佐伯は「学習によって得られる知識は，

あたらし価値の発見，吟味，創造の協同的な

１実践の比較検証

（１）学習の文脈の意義と限界

学習の文脈では，単元の再構成を行っている。

それを，人間の言語の習得を例に考えてみよう。

赤ちゃんが言葉を覚えるとき，知識としての文

法を覚えて，話しをするわけではない。しかし，

単語はそのまま覚えて使う。では文法をどうし

て理解するかというと，赤ちゃんは親など周り

の人の話を聞いて模倣する中で，自分の中で無

意識に言葉の共通性による文法の再構成を行う。
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3年１組 3年２組 3年３組 3年４組

商品名 スイートポテト

ポテトチップス

いもつち

もんじろう

いもっき一

イモクレープ

大学イモ

イモ団子

いもだんご

ごまだんご

いもチップス

収益金（収入-支出） ２ ， １３８円 ５ , １３９円 ８ ， ３１４円 ３ ， ０２９円

学級費繰入（1／2） １ ， ０６９円 ２ ， ５７０円 ４ ， １５７円 １ ， ５１５円

赤い羽根募金(1／2）

(合計）

１ ， ０６９円 ２ ， ５７０円 ４ ， １５７円 １ ， ５１５円

９ ， ３０９円

企画部

イベントの企画運営

と宣伝活動

宣伝課 企画課

宣伝活動

全般

イベント

企画運営

営業部

商品の販売活動

販売課 営業課

店頭での

販売活動

商品の

セールス

製造部

商品開発と製造

製造１ 製造２

商品開発と製造

総務部

総務経理全般

経理課 総務課

経理全般 総務全般

ポスター

テレビＣ

Ｍを製作

する

ゲームを

企画運営

する

店舗設営

をし販売

をする

営業先を

検討して

販売をす

る

スイート

ポテトを

製造する

(例）

さつまチッ

ブスを製

造する

(例）

売り上げ

と経費の

管理をす

ろ

株主総会

の運営と

全体計画

書の作成

ポスター作り・ＣＭ

放送，ＣＭが少し大

変だったけれど，Ｃ

Ｍ見て１組に来たよ

と言ってくれる人も

いて

た０

， やつてよかっ

他の部長との話し合

いなどで，商品の値

段の決定を行った。

また前売り券を作っ

たり ， 当日の会場設

営などでがんばった。

商品を作るのが目的

なので，いろいろな

案がでてよかった。

普段あまり調理をし

ないので失敗してし

ま つ たが， 自分なり

にがんばった。

予算の作成で，資本

をどう分けるか悩ん

だ。はじめに計算し

たのと間違ったり失

敗もしたけれど，良

かつたと思う。



『しごと』をやる－すなわち実践する－ことの

なかにあり，「状況に埋め込まれて』いるもの

である2)」という。そこで学習を行う場合，そ

の文化の担い手に近いかたちで，単元の再構成

して学習者に与えることに大きな意味がある。

単元の本質的な内容は，その状況の中の思考を

通して学習者の中で再構成・獲得し，単元の知

識は，その題材としてもちいられて学習してい

く。

このような学習の文脈で「附中教育審議会」

というのがある。公民的分野（現代の社会生活）

の単元で再構成を行っている。附中教育審議会

の委員として審議（ディベート）を行うための

課題の調査と，個人の立場としての新聞づくり

と，学習者の中で２回の知識の再構成が行われ

ている。しかし当たり前ではあるが，附中教育

審議会は本当には存在しない。学習という名の

もとで，自己実現に関係づけられて意識的に取

り組む状況に追い込まれている。いわば「さあ

勉強！」なのである。それゆえ，これまでの知

識の注入より，自分中での知識の再構成による

生きた知識になってはいるが，それはまだ与え

られた学習の場であり，教師の期待象に答える

ための生徒の活動になっている。

（２）子どもが作りだした文化的実践｢収穫祭」

附中教育審議会と収穫祭の最大の相違点は，

仮想の状況と現実の実践との違いである。では

現実の実践だったらいいのかというと，それは

表面上の問題なので，収穫祭からその意味を考

えてみよう。

多くの生徒が収穫祭に積極的に参加したのは，

その背景に「琉球大学祭」のバザーでの大学生

の振る舞いに対するあこがれがある。しかしあ

こがれだけでは具体的な動きにはならない。あ

こがれを具体的なものにしていくためには，自

分の立場と具体的にさしせまった緊迫感があれ

ば，自ずから走り出すであろう。反対に言えば；

この収穫祭では特定の状況が設定され，自分た

ちが実現したかったことを自分たちの手で実現

していく取り組みになっていた。また，収穫祭

は，商品を作って売るという活動である。売る

ためにはおいしいものでなければ売れないし，

妥当な値段でなければ売れない。やりたい活動

ではあるが，独りよがりでは売れないのである。

いわば社会に開かれ社会から吟味されているの

である。だからその中で与えられた立場をどう

努めていくかという営みが，文化的実践になり

得ていたと考えている。そして，そこで子ども

たちが獲得したものは何であろうか。これを，

次に事例とイメージで説明する。

（３）収穫祭のエピソード記録

－事例１－３年３組のイモクレープと－

いう売れ筋の商品が値上げされた

「なかなかの売れ行きで，特にクレープ

は列を作るほど。途中から80円→100円→

150円に値上がりしていきました。とても

びっくりだけど，おいしそうに食べる人た

ち見ているとホット安心しました。」「需

要量が供給量を上回るほどよい売り上げだっ

たので，途中から総務部長の指示で，利潤

を考えて150円に値上げした。」「最初ク

レープの値段は80円だったのに，途中で150

円になって，それを知ったおばさまの－人

がぐちっていたのが印象的だった。」「総

務部の人たちが勝手にどんどん値上げして

客から文句がきていた。利潤ばかりを考え

ず，客の意見を聞くことも必要と思った。」

｢全部売れたし利潤も大きかった。でもあ

る人が最初80円だったのを100円・150円と

値上げしていったのは，少し悪徳かなと思っ

た。」「あそこまで売れるとは思わなかっ

た。人が人を呼び，衝動的ともいえるお客

さんがどんどん増えていくのにはびっくり

した。何か行事の時など，周りに刺激され

よく考えないで物を買う衝動買いはやめよ

うと思ったひとときだった。逆に何かを売

るときは，あのような状態にすれば売れる

ことも知った。」

厄潔議議らいまで残って

は，だんどの味
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が最悪だったとき 『どうしよう･･･』と

とても不安だった｡けれど,いろいろ試し

てみて最後には商品として売り出せるぐら

いおいしくつくることができた｡｣｢最初

のイモの味付けがとてもマズくて,とても

売れないような味だった｡いもっちⅡの場

合,揚げたらゴマが取れてしまうなどの問

題点が続出だった｡しかし,商品改良を重

ね良い商品ができ,すぐに売り切れた｡｣

｢前日,クレープを50枚つくる予定が18

枚しかできていなくてとても焦り,各家庭

で作ることが宿題になった｡1時ぐらいま

でかかってようやく7枚作った｡とても疲

れたが,ノルマの10枚に達しなかった｡翌

日ちょっと落ち込んでいたが,Aさんが45

枚作っていたのでうれしい気持ちと 『何で

こんなにつくれるの』という気持ちが入り

交じって複雑な気持ちだった｡｣

事例3-会社の組織 ･共同体 ･仕事

｢販売を,販売課以外の人が勝手にやっ

てしまったため,前売り券の分の商品が足

りなくなって大騒ぎになった｡これは,私

たち営業課,販売課の連絡が不十分であっ

たことや,そして営業部と他の部どうしの

確認がなされていなかったことから起こっ

た｡その後製造部との話し合いにより,級

日商品を渡した｡やはり各部ごとに独立い

ているのではなく,同じ会社にいるのだか

ら,協力することが大切だとしみじみ感じ

た｡｣｢はじめはただの興味だけから面白

そうと単純に考えていた｡だけど実際に企

業活動を行ってみると,とても難しく感じ

た｡部での案が他の部でボツになったり,

経費が足りないなど,いろんなハプニング

があった｡あと4つの企業をっくっただけ

吃のに,附中という社会が衝撃にみまわれ

た事から企業活動の重大さを知った｡｣

｢私ははじめ何をしてよいのか全くといっ

てよいほど分からなかったが,時間が進む

につれて会社のすごさなどを知ることがで

きた｡そして会社の中の一人一人にもきち

んと仕事があり,その中の一人がその仕事

をしなかったら,その会社に穴があいてし

まうのではと感 じた｡私たちは,いっでも

集団の中で生きているのだと感じさせられ

た｡｣｢会社を作り発展させていくという

のは,ゲームのようなものだと思った｡そ

の場その場の判断力や実行力が分かるのも

いいところだと思う｡本当に会社を作って

みたくなった｡｣｢4組は成功だったけれ

ど, 『失敗したら･売れ残ったら』という

のは事業をするうえでついてまわるものだ

と感じました｡｣

事例4-製造 2課が商品の生産を

やらなかった

※このクラスは,部 ･課編成の時に最初全

員男子と女子に別れた｡それで再編成をさ

せたが2度目の編成では,おおむね男女混

成の部 ･課が編成されたが,この製造2課

のみ男子のみの編成となった｡これはこの

男子のグループが,特に何をするというわ

けでもないが他との関わりを余り持とうと

しない生徒のグループで,自分たちから交

わる努力はしようとは思っておらず,また

女子も入りきれずにこのような編成になっ

た｡

｢男子があまりまとまりがなかった｡計

画は立てたけれど自分たちではできなかっ

た｡1組は黒字でよかった思う｣｢政党み

たいな仕組みだと思った｡一人でも違う目

的の人がいたら,その人は何もやることが

ないです｡つまり努力しないということな

ので,将来の自分のため今のうちにきちん

としていた方がいいと思います｣｢クラス

の協調性のなさが目に見えて分かった｡少

しさみしい｡協同的な仕事について,目標

は達成というより分かってきた気がする｡｣

｢製造2課の人と相談をしなかったのがま

ずかった｡企業としてのまとまりが無かっ

たように感じている｡｣｢製造部を1課 ･
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２課はなくして，１つにすれば良かったと

思う。」

見られるように，教育は将来の生活の準備であ

るよりも，まず生活そのものでなければならな

いという，児童中心主義・生活中心主義的な教

育観として見られた考え方でもある｡3)」とい

える。そこで，これまでの観点別の目標と別に，

文化的実践の目標を設定した。

＜収穫祭の文化的実践の目標＞

会社を設立して，試行錯誤を行っていく中で，

新しい価値の発見・吟味・創造の協同的な「し

ごと」を行い，結果として企業活動についての

認識を深める。

（４）文化的実践のイメージ

この事例を整理して文化的実践をイメージで

捉えてみる。学習者が，自分の存在から派生し

て共同体の構成員の一員として社会に開かれた

活動を行う。つまり，臨時教育審議会など学習

課題に対する取り組みも実践活動であるが，収

穫祭が文化的実践として特徴づけられる点は，

２つにまとめられると考える。一つは生徒の営

みが自分の存在（アイデンティティ）から派生

しているかという点，もう一つはその営みが社

会に開かれ社会の吟味にさらされているかとい

う点である。

文化的実践の中では，文化の価値を学習者の

中で再構成し，同時に学習者に共同体の一員と

しての意識も生まれる。それは，１学習者だけ

におこっていることではなく，その共同体の構

成者全員にその個性に応じていろんなかたちで

おこり，それがお互いに交渉を持ちあう。この

交渉の場が「学びの共同体」だといえるだろう。

そこでは，文化の価値の再構成が１学習者と文

化との関係だけでおこるのではなく，共同体の

構成者の相互交渉の中で，それぞれの学習者の

中に個々に文化の再構成が行われるのである。

（５）文化的実践を単元の目標のあり方から捉

え直す

附中臨時教育審議会では，これまでの観点別

の目標をたてていた。収穫祭でも，もちろん観

点別の目標を立てたが，それだけではそれぞれ

の目標を達成することに重点がおかれると考え

た。それはそれで重要なことであるが，文化的

実践として全体としてトータルに捉えることが

必要である。なぜならば文化的実践は，それ自

身に意味があるのであり，結果として観点別の

目標を達成しているのである。文化的実践は，

学ぶために文化的実践を行うのではなく，自分

に取って意味のある活動を行う中で結果として

学ぶのである。それは，藤田が指摘する「『生

活が淘治する』というペスタロッチの教育論に

一事例５－目標について

目標は達成しようと思わなくても，勝手

に達成していたと思う。この授業では，あ

まり目標を立てなくても，各自で何かを発

見すると思う。

２文化的実践としての収穫祭の課題と教師

の指導性

(1)教師の視点が文化的実践になりきってい

ないところでは，状況設定がされていない

－事例６－社長・副社長の仕事

「僕は副社長だったけれど，販売の仕事

を手伝いたくさんのイモ料理をさばいたの

で，自分ではいい方だと思う。」「各組織

で，ちゃんとまとめる人はいたのでしょう

か。今思うに，各課で書いたのを提出して

総務の人たちと話し合ってみたかった。」

｢いきなり社長になってすこし混乱した。

あと，社長は社員よりやることがあまりな

かったような気がした。難しいことを知っ

た。」「副社長はとても楽な社員ではない

かと思いました。しかし僕はひまを作らず

収穫祭では，営業の仕事をした。」

社長になった生徒は，社長が何をしてよいの

かわからない。意識のある生徒は，かえって具

体的な仕事の手伝いをして，自分の責任を満た

そうとしている。社長は各課のように具体的な

実践の目的が与えられているわけではない。与
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えられているとすれば，会社の目的を達成する

ことであろう。これを教師の指導性で考えてみ

ると，教師は各課の実践については目的意識と

方法論を持ちえていたり，生徒とともに獲得し

ていっている。しかし，反対に社長の実践につ

いては目的意識は理解していても，方法論とし

て具体的にイメージするまでの準備ができてい

ない。教師自身が社長の立場に戸惑っている。

だから，当然社長になった生徒も戸惑っている

のである。

これから学ぶ点は，教師自身がその文化的実

践の先駆者でなければ，生徒に文化的実践を期

待することはできない。それは教師自身が，常

に自分の存在から派生して共同体の構成員の一

員として社会に開かれた活動を行っいる存在で

なければ，文化的実践の創造者にはなりえない

ともいえるであろう。

（２）関係の中で捉える知識の獲得

また，事例６は私たちに次の点も示唆させて

いる。教師自身が社長の立場に戸惑っているの

は，そういう資質（関係の中での）の知識を教

師自身が，これまで受けた教育の中で獲得して

こなかったからではないだろうか。だからこそ，

教師自身が，常に自分の存在から派生して共同

体の構成員の一員として社会に開かれた活動を

行ついろ存在に，なかなか成りきれないともい

えるであろう。

そこで事例６を整理すると，下部組織の中で

はやることがわかりやすくまとまりもよかった

が，管理職がやるべき自分の部内の課どおしの

調整や他の部との調整が，管理職になった生徒

には前人未到の仕事のように写っていた。これ

までの社会科の取り組みでは，管理能力の養成

はほとんど行われてこなかったという実感を持っ

た。といってもここで言いたいのは，この管理

能力は－側面で，関係の中で捉える力のことで

ある。関係の中で捉える力には，一つには創造

力があり，もう一つには他の人々の価値と自分

の価値と共同体の価値の調整があると考える。

ここでは特に他の人々の価値と自分の価値と

共同体の価値の調整と文化的実践について考え

てみよう。この調整は，言い換えると関係論的

な見直しができるかともいえるであろう。そし

て関係論的な見直しは，これまでの知識の集積

や体系化の中ではなく，関係論的な見直しの経

験の中でしか獲得できない。もちろんこれまで

も思考。判断の環境を作ってきたではないかと

いえるであろうが，解決がわからない開かれた

課題でなければ思考・判断の方程式であり，文

化的実践はまさにこの開かれた課題といえるだ

ろう。この課題の解決には，思考判断といって

も論理性だけでなく，自己と他者・共同体のア

イデンティティに立脚した価値の調整である。

そういう意味での文化的実践を行うための単元

の再構成を今後検討する必要があるだろう。

（３）自分の立場に主体性を持たせるために

－事例７－収穫祭の流れを追った生徒

の感想（製造部の生徒）

①千原村収穫祭説明会・会社経営セミナ

について「説明を聞いたとき，『何かめ

どくさいな－』という気持ちが少しあり

した。でもよく考えてみると，文化祭ぽ

くて楽しいかなて気持ちもあった。」

②組織や人事について－「いろいろな部

課に別れるとき，どの部が何の仕事をす

のか全然わからないうちに決まって，は

め自分がこの部で仕事をやっていけるの

不安だった。」

③部や課での話し合いについて－「はじ

の話し合いは遊び半分だったけど，次回

らはちゃんとした話し合いができた。」

④収穫祭の準備について－「計画がうま

立てられないで，収穫祭前曰になって慌

てイモを調理した。そして当曰に調理す

予定のものも準備不足で最後まで商品を

くっていた。」

⑤収穫祭について－「みんなそれまでは

構のんびりしていて，収穫祭の前曰や当

に慌てている人が多かった。でも，前日

当日にろと，各クラスの男子と女子の協

がすごく良かったと思う。楽しかったし

潤もあがったので良かった。」

ん
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⑥収穫祭を終えて－「はじめてこういうこ

とをやってみて感じたことは，みんなが協

力しなかったら絶対に収穫祭はうまく行か

なかったと思う。今回の企業活動は，クラ

スのみんなにとって良い経験になったと思

う。」

さて，立場を作るにしろ与えるにしろ，その

文化的実践をどの程度の質の目標を設定するか

により，どの程度の実践が行われ，その中から

どの程度の学びが生まれてくるかが決定する。

そういう意味で，教師の指導性は目標の質をど

のように設定するかが重要である。もちろん，

不十分な文化的実践だからこそ，その問題性を

感じて学びが生まれてくることもある。しかし，

具体的でより高い内容のある事例であれば，個々

のなかに自然に達成感に基づいた価値の再構成

が行われるであろう。そしてそれは，構成員の

より多くのなかでおこるであろうし，当然獲得

した知識は肯定的で意欲的なものとして活性化

するであろう。それに対して，実際にその方向

に行った実践経験を持たない場合には，その具

体的な事象の中から獲得する知識と違い，あこ

がれにすぎず充足感が伴った知識には成りづら

いであろう。このように，文化的実践では生徒

の学びが繰り広げられており，その学びがどれ

だけ織り込めるか，多くの価値のある学びを織

り込める質の目標を教師が立て，その実現に指

導性を発揮したいものである。

（５）効果的な学びの共有を求めて

前出のように，生きた知識は個別の具体的な

事態に即した実践の経験の中で獲得する。今回

の文化的実践のなかでは，＜①事例１－３年３

組のイモクレープという売れ筋の商品が値上げ

された＞のような具体的な事実が生まれてきて

いる。そしてこの事実はそこにいた人々で共有

され，事例のようにさまざまな感想を持つ。こ

れこそ，個別の具体的な事態に即した実践の経

験の中の生きた教材である。これを教師が実践

終了後データーを整理し，この出来事を構成員

全体の中で共有化し，個々の意見をオープンに

することにより，生きた学びの場が創造できる

のではないか。今回はここまでの見通しを持っ

ていなかったので，この学びの場を設定できず〉

生徒個々に経験の中で学んだもので終わってし

まっている。しかし，学びの共有化が文化的実

践の大きな意義であろう。つまり文化的実践に

参加しているということは，その出来事の場に

社長については先ほど述べたが，社長以外に

ついても上の感想からわかるように，全般的に

生徒が立場上の意識を持ち始めるのが遅かった。

彼らは社会の授業の中で，会社の社員という立

場が突然与えられたのである。それですぐ自覚

を持ち動き始められるほうがおかしいし，考え

ればこれは当然の結果である。でも遅かったが，

実践を目前に迫られて否応なしに立場を自覚し

はじめ，具体的方法を模索して実践を行っていっ

た。だからこのような，立場を突然与え実践を

迫るという方法は，文化的実践の方略として有

効ではあるといえるといえる。しかしその状況

に引き込むのであるから，最初の導入の段階，

ここでは「千原村収穫祭説明会」の提示の仕方

でのインパクトが重要になってくるだろう。

しかし，この状況を整理し再構成すると，自

分たちの意識の結果として自分たちで立場を作っ

ていれば，より自覚的になり，意識的な方法論

の模索が始まるであろう。例えば，まず収穫祭

でバザーをやろうという雰囲気をつくる。そし

て教師が村長になり「千原村収穫祭説明会」を

行うが，「会社経営セミナー」を開いて自分た

ちで学級ごとに会社を設立させる。このとき，

発起人を学級で選び，彼らに会社設立の原案を

作ってもらい，（株主総会）学級会で審議し，

人事を行う。組織が「会社経営セミナー」で提

示したものと同じになって，結果として与えら

れた状況と同じになっても，自覚的な行動の中

でおこっていることなので，意識的な方法論の

模索が始まるであろう。このようなやり方で行

えば，これは自然な会社設立の状況と同じこと

で，それは会社設立の文化の中に支援が組み込

まれているといえる。

（４）文化的実践での目標の質と教師の指導性
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たとき，その中で耐え抜いた人間像について語っ

ている。それは，周りにとらわれないダフな男

像を予想するが，実際はそういうタイプはだん

だん余裕が無くなっていった。耐え抜いたのは，

厳しい雪原の中で多くの人がやらない，朝起き

ると顔を洗い，あいさつを交わし，いただきま

すをいい，ジョークを飛ばすようなタイプであっ

たという。

これを私は次のように捉えている。いわゆる

周りにとらわれないダフなタイプは，本当に自

分の持っている生きる力で生き残ろうとする。

その生きる力は，自分の精神力に支えられてい

るのであるが，精神力にはもともと限界がある

のが当然である。しかし，もう一つのタイプは、

結果的には精神力に依存しないで，文化に依存

しているのである。朝起きると顔を洗い，あい

さつを交わし，いただきますをいい，ジョーク

を飛ばすという文化の中に内在している豊かさ

によって，自分を支えているのである。

つまり，生きる力を個人の中に求めようとす

ることに限界があるのである。文化の中に生き

る力のもとが内在しているといえる。だから文

化を抽象化して知識として伝達してもそれを伝

えることはできない。文化が活性化している状

態そのものを受け伝えなければ，生きる力を身

につけることはできないだろう。だから，教育

は意味のある活動である文化そのものである必

要があると考える。

そういう意味でこれからの教育が，教育本来

の文化そのものを伝え発展させる立場に立ち返

ることが重要になってくると考えている。そし

てそれは，先ほどから述べてきた文化が活性化

している状態，例えば文化的実践として捉えら

れているものである。

同席したり，その出来事自身には関わっていな

いが同じ背景の中にいることにより，具体的事

象としてその出来事を捉えられる。それは，文

化的実践により生きた教材が生まれたともいえ

る。そして，その出来事を教材として，共同体

で共有化し議論をしていく中で，その出来事の

内容分析が十分行われ，多くの級友の意見を参

考にしながら個々の中に高いレベルでの価値の

再構成が行われるであろう。

Ⅳまとめと課題

１文化と教育

人類学者のレイプは，様々な分野の生産に関

わる実践活動について行われてきた詳細な分析

を要約して，次の２点を主張している｡の

（１）実践活動に参加するということは，そこ

で要求される問題を解くことであると同時に，

その実践をより効果的に行うことができるよう

に学習することでもある。つまり，学習は人間

の活動に内在するものといってよいが，それが

主たる目標ないしそれだけが独立に存在すると

いうわけではなく，社会的に意味のある活動の

遂行（つまり実践活動）と一体になっているの

である。

（２）社会的に手はずの整えられた実践におい

ては，そこにさまざまな物理的・社会的な支援

が組み込まれており，それによって人々が最初

からスムーズに参加できる可能性が大きい。

私たちのこれまでの教育の取り組みは，これ

に相反する方法論を取っていたのではないだろ

うか。社会と切り放して効果的な教育をめざし

て，結果として空回りしているようなものであ

る。教育は文化の継承・発展であると，基本に

立ち返ってみると，教育の方法論自身も文化に

ゆだねていくことによって，生きてくるのでは

ないだろうか。

文化について私は最近次のように考えるよう

になった。それを，ラジオで聞いた話をもとに

説明する。冒険家のジャック・ニコルソンがパー

ティで南極の雪原で厳しいキャンプ生活を送っ

２これからの課題

（１）文化的実践の学びをアイデンティティの

中での関係論的見直しと捉える

文化的実践は，文化を捉える視点での単元の

再構成と，単元ごとにテーマを持った学習が－

つの入り口である。それは単元の再構成をする
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中で，学習の文脈を取り込んでいき，その文脈

が時としてアイデンティティを刺激する。そこ

に文化的実践が生まれる。その文化的実践の中

で，学習者は新しい価値の発見，吟味，創造の

協同的な仕事を行う。そしてそこに，アイデン

ティティにもとづいた関係論的見直しが行われ

るであろう。

（２）学校行事等を教科の中に取り込み，教科

の学びの真性を高める

教科の学びの真性を高めるためには，社会に

開かれ，社会に吟味されなければならない。そ

ういう意味では，実践活動は常に社会から吟味

されている。学校の中での実践活動の多くは学

校行事や特別活動である。これをこの収穫祭の

ように教科の学習に生かさない手はない。しか

し，今後このような実践活動は，総合学習に組

み込まれていくであろう。だからこそ，その総

合学習の中で，社会科の学びの真性を生かして

いくことが課題である。

わりに価値を見いだすことによって生まれてく

るであろう。そしてそれが，教育の中心的な課

題ではなかろうか。その課題の達成には，文化

的実践が大きな役割を果たすであろう。そして，

今後の一つのキーワードとして社会学で注目さ

れている「意味ある他者」という捉え方も視野

に入れていきたい。

Ｖおわりに

本研究は，「収穫祭」という文化的実践を，

文化をキーワードに，学習の文脈を文化的実践

に高めるためにはどういう視点が重要なのかを

考察した。まだまだ未熟ではあるが，この小論

に対し，忌揮のないご意見をいただければ幸い

である。

最後に，このレポートを書くという文化的実

践に私を追い込んでいただいた，琉球大学教育

学部助教授の里井洋一先生に感謝申し上げます。

－事例８－収穫祭の評価

私は，はじめ何をしたら良いのか全くと

いってよいほど分からなかったが，時間が

進むに連れて，会社のすごさなどを知るこ

とができた。そして会社の中の一人一人に

も，きちんと仕事があり，その中の一人が

その仕事をしなかったら，その会社に穴が

あいてしまうのではと感じた。私たちは，

いつでも１つの集団（共同体）の中で生き

ているのだと感じさせられた。
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（３）関わりに価値を見いだし豊かに生きる

「収穫祭」を通して多くの生徒が，共同体を

意識している。そして，クラスのまとまりにつ

いて言及している生徒もいる。生きる力の最大

の構成要素は，生きる楽しみや意欲ではないか

と考えている。それは，人間や環境に対する関
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